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社会福祉士とは 社会福祉士会の会員になろう！

医療機関

福祉施設等

地域包括支援センター

市町や社会福祉協議会の福祉相談窓口

●社会福祉士は、みなさんの生活を、支え、守ることを目指しています。
例えば、病気、障がい、生活資金、悪質な詐欺、子育て、災害…。私たちは生きていく上で様々な困難や危機に出会いま

す。そのような時、みなさんの生活を「ささえる」法律、制度、地域にあるサービス、必要となる情報などの専門的な知識

と支援が必要になります。適切な助言をし、生活を「ささえる」チカラになることが、私たち社会福祉士の仕事です。

●社会福祉士は、みなさんの希望を尊重し、家庭環境、生活状況や心身の状態などに配慮しながら、みなさん
にとって最も良い方法で支援します。

　「社会福祉士とは、社会福祉士の名称を用いて、専門的知識及び技術をもって、身体上若しくは精神上の障害が

あること又は環境上の理由により日常生活を営むのに支障がある者の福祉に関する相談に応じ、助言、指導、福祉

サービスを提供する者又は医師その他の保健医療サービスを提供する者その他の関係者との連絡及び調整その

他の援助を行うことを業とする者」

　「社会福祉士及び介護福祉士法」第二条（定義）より

学校

独立型社会福祉士事務所

成年後見人として 社会福祉士はどこにいるか、
  ご存知ですか？

実はみなさんのすごく身近にいます。

   私たちは福祉の相談や支援の仕事をしています。

スクールソーシャルワーカーとして、教育機関に所

属し、学校、家庭、地域のネットワークを通して子ども

たちの支援を行っています。

医療機関で治療を受ける際、医療保険や医療費の

説明をしたり、不安を受け止めるお手伝いをしてい

ます。

子どもたち、障がいのある方、高齢者の方等が生活

している福祉施設での生活支援や、施設から出て地

域で生活するための支援をしています。

介護で困ったことがあれば、総合的な相談を受けた

り、介護保険の手続きのお手伝いをします。

市町や社会福祉協議会の福祉相談窓口にて、お話

をしっかり聞いて最も適した福祉サービスを紹介し

ています。

まちかどのソーシャルワーカーとして事務所を開設

し、県民、事業所等からの相談に対応しています。

高齢の方や障害のある方の成年後見人として、財産

管理や福祉サービスの利用の支援をしています。

社会福祉士の資格取得は専門職としてのスタートラインです。資格取得後も自己研鑽をつむことが重要です。

社会福祉士会では、研究誌『社会福祉士』への投稿や、研修会・大会等への参加など、スキルアップの機会が豊富に得ら

れます。

また、日本社会福祉士会ニュースや兵庫県社会福祉士会機関誌などを通じて、福祉分野の様々な情報や、各地で活躍

する社会福祉士の実践を知ることができます。

一人一人の力は小さくても集まれば大きな力になります。会員それぞれの抱える多様な問題に対して、会全体で取り

組むことで新しい福祉の在り方を見出すことができます。みなさんも会の活動を通して、多岐にわたる分野で活躍してい

る“社会福祉士”のネットワークに参加してください。
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■兵庫県社会福祉士会の事業内容■

■現在の会員数 1,468 名（2015 年 10 月末現在）

事業活動
＊社会福祉に関する情報提供及び相談事業
＊権利擁護に関する相談事業
＊成年後見・後見監督に関する事業
＊社会福祉士等の養成支援に関する事業
＊地域包括支援センターへの支援に関する事業
＊社会福祉従業者研修に関する事業
＊生活困窮者支援に関する事業
＊高齢者虐待・障害者虐待防止等に関する事業
＊児童虐待防止・子育て支援等子ども家庭支援に関する事業
＊福祉サービスの質の向上のための評価に関する事業
＊社会福祉及び社会福祉士に関する調査研究事業
＊県・市町村の福祉計画への参画・提言
＊その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

圏域によるブロック活動
＊神戸ブロック　＊阪神ブロック　＊東播ブロック
＊淡路ブロック　＊西はりまブロック
＊但馬ブロック　＊丹波ブロック

委員会活動
＊生涯研修センター
＊福祉相談センター「ここねっと兵庫」
＊研修委員会
＊調査研究委員会
＊国家試験対策委員会
＊相談委員会
＊ソーシャルワーク研究委員会
＊高齢者虐待対応委員会
＊ぱあとなあ兵庫
＊地域包括支援センター支援委員会
＊こども家庭支援委員会
＊実習教育支援委員会
＊障がい福祉委員会
＊更生支援委員会
＊独立型社会福祉士支援委員会
＊地域移行支援委員会
＊生活困窮者支援委員会
＊広報委員会

一般社団法人　兵庫県社会福祉士会
〒651-0062
神戸市中央区坂口通2ー 1ー 1
兵庫県福祉センター5F
電話：078ー 265ー 1330
FAX：078ー 265ー 1340
※月～金曜日の9：00～17：00の間で対応させていただきます。
ホームページアドレス http://www.hacsw.or.jp/
メールアドレス syadanhyogo@hacsw.or.jp

●阪急王子公園駅下車歩10分　●JR灘駅下車歩10分
●市バス90・92系統　上筒井1丁目停歩1分

よりよい支援のために、県内他の専門職団体とも連携・協力しています！

兵庫県福祉センター バス停
上筒井
1丁目

バス停
上筒井
1丁目

至石屋川至布引
山手幹線道路山手幹線道路

至三宮 至大阪
JR灘駅

王子動物園

阪急
王子
公園
駅

ホームページへはQRコードでも
アクセスしていただけます。

兵庫県社会福祉士会
ホームページ


